
・充電式電池は、充電して使用する製品の中に入っています。

　最近では、手頃な価格でも手に入りやすく、ごみとして出る量も増えています。

＜充電式電池が内蔵されている主な製品＞

充電式電池は、強い衝撃が加わると発火の恐れがあります。

他のごみと混ざって処理されると、充電式電池から発火し大きな火災に繋がります。

施設や収集車で火災が起きると、ごみの処理ができなくなります。

収集運搬及び処理時の安全を確保するため回収方法を変更します。

各地区に新たに回収ボックス（黄色）を設置します。

充電式電池はつけたままで、今回設置するボックスに出してください。

　※取り外すことができる製品は外すことを求めている市町もあります。

なお、乾電池は取り外して従来の乾電池回収ボックスへ入れてください。

火災を未然に防ぐためにも、お手数をおかけしますが、分別のご協力をお願いいたします。

ご不明な点等がございましたら、住民課までお問い合わせください。

コードレス

掃除機 など

これらのものは、これまでは「燃えないごみ」として回収していましたが、

令和５年１０月からは、「資源ごみ（危険物）」として回収します。

ワイヤレス

イヤホン
電子たばこ

ハンディ

扇風機

モバイル

バッテリー
ゲーム機

電気

シェーバー

充電式電池（ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池等）とは？

なぜ分別が必要？

【見分け方】 充電すればコンセントに繋げずに使用できるもの

充電式電池を使用した製品の出し方

川北町役場 住民課

電話：０７６－２７７－１１２６

充電式電池を使用した製品の回収が変わります！

火災・発火につながるため、

充電式電池は、燃えるごみに

は絶対に入れないでください


